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1．問題 と目的

　自閉症ス ペ ク トラム （以下 ，
ASD ）にお い て 、関係性

を表す言語や概念の 理解の 困難 さが 指摘されて い る

（Twachman ，
1995）。空間的な概念の理解に関して 、自

分とは異なる空間的位置に視点を移動 させ、そこ か ら

の みえ （view ）を思い描 く心の働きは、空間的視点取得

として扱われる（渡部 2006）。視点取得を促進するア プ ロ

ーチ と して、他者視点位置か らの みえを観察する 手続き

の有効 性が実証され て きた （e．g．，朝岡 ・渡部 ・岡村，201
0）e 本研究で は、他者視点位置に移動 してみえを観察
する再認プ ロ ン プ ト手続き（奥田 ・井上

，
2002）の 効果が

得られ ない ASD 児1名を対象に、付加的な介入 の効果
を検討す るこ とを目的と した。
H ．方法

対象児　医療機 関にて 自閉性 障害 と診断 された小学

校6年生の男児1名 （以下，
A 児）を対象 とした 。 研究開

始前に実施 したwlSC・Ivの結果は、　FSIQ78、　VCI82、
PRI82、　 WMI68 、　 PSI96で あっ た。また、　 ITPA言語学
習能力診断検査に よる言語学習年齢は 6歳 3ヶ 月で あ
っ た。自己視 点か らの 左右の弁別は確立 されて い なか

っ たが 、前後の 弁別 は可能で あっ た 。

期間および場面　X 年 11月〜X ＋ 1年5月 の 7か月間に、
B大学の プ レ イル

ーム にお い て原則週 1回の セ ッ シ ョ

ン を行っ た 。 1時間の個別 指導の 時間の うち、約 15分
間を本研究の実施にあてた。
セ ッティ ン グ A 児とMr が机を挟み 、 向か い 合っ て着
席 した。机上 に ミニ カ

ー等 の 対象物 と、それを前後か

ら撮影 した写真カー ドを2枚提示 した。い ずれの対象
物も左右対称、前後非対称で あ っ た。なお 、介入 2期
で はST1名が加わ っ た。　 A児とST1名が向か い合 っ て

着席し、MT は机の そ ばに座 っ た 。

手続き　（1）ベ ー
ス ライ ン （以下 BL）： 「A 君か ら見 る

と、こ の 中の どれ が前／後に見える？」 と質問した

（以下， 自己視点質問）。 または 「先生 （MT ）か ら見る と、

こ の 中の どれ が前／後に見える？」と質問 した （以下，
他者視点質問）。そ の 際、適切な写真カ

ー ドを指差 し

する こ とを正反応 と定義 した 。 写真カ
ー

ドを選択後、
「よく頑張 っ て い るね」等 と取 り組みに対 して フ ィ

ー

ドバ ッ クし、次の 試行に進んだ。魎 ユ塑 ：正反

応が生起 した場合は、言語賞賛や拍手によっ て強化刺

激を提示 した。誤反応が生起した場合には、再認プ ロ

ン プ ト手続きを実施した 。 最初に 「ブ ッ ブー
」等と言

語的にフ ィ
ー ドバ ッ クし、A 児をMr の 視点位置まで移

動 させ、対象物に注目させ た。そ して、A 児を元 の 場
所に戻 して再度質問した。 （3）介入1−2． ：介入 1−1期の

手続きに加えて、質問する前に 「△△ （対象物）は どっ

ちを向い て い る？」 、 「先生は どこ にい る ？」 と対象

物 とMT の位置を確認 した 。 （拠 塑 ： 自己視点質
問の ときには、Mr が 「（A 児か らST方向に指差し しな

が ら）こ っ ちか ら見る と」 とい うモ デル を提示 した 。

また、他者視点質問の ときには 「（STか らA 児方向に指

差ししなが ら）そ っ ちか ら見ると」 とモ デル を示 した。

A 児が適切に実行できた場合は即時に言語賞賛し、 適

切 に実行で きない 場合には言語や指差 しに よっ て プ
ロ ンプ トした。（5）プ ロ

ーブ ：BL と同様の手続きで行

っ た。（6）維持プ ロ
ーブ ：介入 2期終了か ら約 2カ月後

に実施 した。
皿，結果と考察

　Fig．1に 自己 ・他者視点質問別に写真カ
ー ド選択の 正

反応率 の 推移を示 した。介入1期におい て、再認プ ロ

ンプ ト手続きの実施後に再質問す るとA児はすべ て の

試行で適切 な写真カ
ー

ドを選択 したが 、
正 反応率はチ

ャ ン ス レ ベ ル を推移 した。介人2期の手続きによ り、
他者視点質問の 正反応率が上昇 した。しか し、維持プ

ロ ーブにおい て 指導効果は維持されなか っ た、
　本研究の結果か ら、介入1期に実施 した再認プ ロ ン

プ ト手続きによ り、A 児は誤反応時に も う
一方の 写真

カー ドを選択する こ とを学習 した可能性が考え られ

る。他者視点質問の 正反応がチ ャ ン ス レベ ル に留ま っ

た ことに加え 、 自発的に他者視点方向に移動 した り、

頭を傾けたりする等 の 行動が出現 しなか っ たこ とか

らもそ の 可能性が示 唆される。 介入 2期におい て、「こ

っ ち／そ っ ちか ら見る と」 と表出した り、 方向性を指

差 しした りする こ とで 、質問文におけるA 君／先生 と

前／後、夾橡 物の みえが機能 し、弁別が促進 した と考
えられる。また、A 児 はTの 名前を覚え る こ と等が苦
手 で あ っ た こ とや 日常生活で ス キ ル を使用す る機会

がなか っ た ため に指導効果が維持 されなか っ たと推

察され る 。 今後の 課題 とし て 、方略を保持す る た めの

手続きの検討が求められる。加 えて 、本研究か ら得ら

れ た示唆をもとに再認 プ ロ ン プ ト手続 きが機能す る

ため の 前提条件につ い て検討する必要が ある。
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